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出張カフェ「ルート」

避難訓練 （室戸市デイサービスセンター）

5/20（水） 13時から15時
まで、出張カフェ「ルート」を吉
良川町西灘避難タワー前で開
催しました。
たくさんのお客様が来てくれ、

賑わいました。

5/19（火） 室戸市デイサービスセンター内での火
災発生を想定した避難訓練を行いました。利用者と
職員が参加し、皆さんスムーズに行動できました。

★きねづかんは、「好きなこと」「得意なこと」を応援する
コーナーです。きねづかん

風呂敷で帽子を作りました。
羽子板はダンボールで型をとっ
て作りました。日々楽しく作って
います。
（小道 吉良川町 83歳 女性）

室戸の子交流大会
今年も市内小学生を対象に「室戸の

子交流大会」を令和８年8月7日（金）
に開催します。
詳細とお申し込みは、下記コードから

ご確認ください。お申し込み受付は
7/10（金）17：00までです。

福祉の相談も
できます。お近
くで開催する際
は気軽にお立ち
寄りください。

5
分
以
内
に
避
難

完
了
し
ま
し
た
。

帽子

羽子板

送迎バス
あります！

今日からアップデート！ 認知症への新しい向き合い方

令和６年１月に「共生社会の実現を推進するための認知症基本法（以下：基本法）」
が施行されたのをご存知ですか？その理念を受けて策定された認知症施策推進基本
計画では、『新しい認知症観』という考え方が示されています。

『新しい認知症観』って？
「認知症になったら何もできなくなる」――――そんなイメージはもう昔のこと。
認知症とともに生きることになっても、できることはある、やりたいこともある、仲間と一緒に、地域とつながって、
自分らしく暮らすことができる。それが新しい認知症観です。

従来の認知症観
◆何もわからなくなったり、できなくなる
◆支えてもらうだけの存在
◆本人の意思よりも周囲が判断
◆施設や家族に任せるしかない
◆周囲が見守り、管理する

新しい認知症観
◆新しい出会いや学びがあり、チャレンジができる
◆地域を支える一員になれる
◆本人の意思を中心に考える
◆住み慣れた地域で自分らしく暮らせる
◆ともに生きる仲間として関わる

本人はもちろん、家族も、地域の人も、それぞれの立場でお互い支え合いながら自分ら
しく生きていける、そんな地域を一緒につくっていきませんか？

かかりつけ医
自分の病気やもの忘れ、認
知症に関する相談を気軽
にできる身近な医師

医療・介護・福祉の専門職
看護師や保健師、薬剤師、ケアマネジャーなど
医療・介護・福祉分野における専門知識と技
術をもった地域の頼れる存在

認知症サポーター・地域住民
友人や近所の人、職場の人、民生委員・児
童委員、常会など、地域で暮らす人たちは
地域での支え合いに欠かせない存在

あったかふれあいセンター
子どもから高齢者まで年齢や障害の
有無に関係なく誰でも気軽に集まれる
地域共生社会の拠点

認知症カフェ
地域で住む誰もが気軽に参加し、
お茶を飲んだり、語り合うなど自
由に交流しながら、ゆるやかに認
知症のことを学ぶことができる場。 社会福祉協議会

判断能力が落ちてきた方の権利を守る
ことや福祉に関する相談を総合的にサ
ポート。認知症地域支援推進員や認知
症初期集中支援チーム員なども在籍

家族
家族だからこそわかる経験や悩
み、思いを共有・共感し合えます

室戸市には認知症について安心して話せたり、思いを共有できる場所、助け合える人たちがいます



〇配食サービス事業
在宅での食事づくりが困難な要援護高齢者に対する週３回の配食サービス

実施状況 ２５６日

利用者数 ２０３人 延食数 １４，２０２食

〇生活支援体制整備事業
日常生活圏域ごとに「生活支援コーディネーター」と「協議体」を配置し

て、地域住民の互助による助け合い活動を推進することで、地域全体で高齢

者の生活を支える体制づくりの推進。
第２層協議体 各地区２回 計１０回開催

（室戸岬・佐喜浜・室戸・吉良川・羽根）

第１層協議体 １回
ごみ拾い＆ウォーキング 各地区１回 計５回開催

〇生活支援ボランティア活動事業（くらサポ）
市民の参加と協力により、６５歳以上の者及び介護保険第2号被保険者が

困ったときに住み慣れた家や地域で暮らし続けられるように、生活支援サー

ビスを有料で行い、住民相互の支え合い活動を促進することを目的とする。
利用会員数 ５１名（うち新規９名）
協力会員数 ３７名（うち新規４名）

活動件数 ４０３件

〇生活困窮者自立支援事業
 これまで十分ではなかった、生活保護受給者以外の生活困窮者（単純な
経済困窮のみならず、多重債務やうつ病、対人不安、地域とのつながりが原

因で生活に困っている方）に対する支援を拡充するもので、平成27年4月か
らは、全国に相談窓口が設置されています。また、生活保護の受給が必要な
方に対しては、適切に生活保護制度につなげるとともに、生活保護から脱却

した後の生活への支援も行います。
 平成２６年度から、室戸市から①自立相談支援事業、②就労準備支援事業、
③家計改善支援事業を受託しており、生活困窮者の支援を行っています。

新規相談件数 ２９件
利用者数 自立相談支援 新規 ４名

継続 ８名（うち終結 ５名）

家計改善支援 新規 １名
継続 ６名（うち終結 ５名）

支援調整会議 ７回 １４件

〇障害者(児)相談支援事業
相談支援専門員が障害のある方やその家族からの相談を受け、様々な情報

の提供や助言、及び福祉サービスを受けるための手続き等をお手伝いします。

・基本相談 窓口による相談や家庭訪問による相談を行い、様々
な情報の提供や助言を行います。

・特定相談 福祉サービス等を利用する場合にサービス等利用計

画を作成し、定期的に評価と見直しを行います。
・障害児相談支援 障害児の通所サービス等支援利用計画を作成

し、定期的に評価と見直しを行います。

特定相談契約者数 ４９名 障害児相談契約者数 ２７名
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令和７年度 室戸市社会福祉協議会 事業報告
本会は大規模災害時にはボランティアセンターの立ち上げや運営を行うこととなっているため、これまで以上の防災への取り組みの強化

策として、地域や職場の人たちと協力して、災害への備えや防災訓練を進めるためのリーダーとして、昨年度に引き続き、防災士 1名の養
成や防災対策等への研修参加を行いました。
令和７年４月には室戸市と当会の間に、「災害ボランティアセンターの設置・運営に関する協定」を、１２月には安芸郡市社協の連絡組織で

ある安芸広域社会福祉協議会で「安芸広域社会福祉協議会災害時相互支援協定」を締結しました。
地域共生社会の実現に向けての取り組みとしては本年度も室戸市ネットワーク会議を１回開催し、市内の関係機関や専門職が、各種制

度や要支援者の情報共有の重要性を理解し、協力関係を構築するなど要支援者に対して迅速かつ適正な見守りや支援が行える体制の強
化を図りました。
また、地域包括支援センターにおいては、地域ケア個別会議を１１回・地域ケア推進会議を１回開催し、関係機関等が個別ケースの検討を

行う中で、個々の問題だけではなく地域全体の課題としても捉え、解決に向けた取組を行いました。
一方、デイサービスセンターにおいては、利用者の減少や物価高騰等の影響により経営状況はさらに厳しい状況となりました。
各種の事業については、多様化する住民ニーズに対応できるよう、行政や関係機関・団体等との連携と協力を得るとともに、研修会へ参

加するなど職員の資質向上を図りながら各事業の推進に取り組みました。

令和7年度
室戸市社会福祉協議会 決算報告

安芸ひまわり基金法律事務所 無料法律相談

日時：令和8年7月22日（水）

13：30～16：30

場所：安芸ひまわり基金法律事務所（安芸商工会議所2階）

受付：0887-35-8200（平日9：00～18：00）

〇福祉基金運営事業

賛助会員 ８３名 特別会員 ９名

〇法人運営事業

理事会 ４回 評議員会 ３回 監査会 １回

事務効率向上の推進

関係機関・団体との連携強調

福祉基金及び会員・会費制度の理解促進

広報活動の充実(社協だよりの毎月発行/関係団体の福祉活動の紹介

と理解促進/ホームページの充実)

法外援護の推進

行政との連携強化

〇法人後見事業

受任件数 ５件（後見 ４）

受任件数 累計 １４件（後見１３ 保佐１）

終了件数 累計 ９件

〇中核機関

成年後見制度利用促進法に基づいて、認知症、知的障害、精神障

害等の判断能力が十分でない者の権利を尊重し、援護するため、成

年後見制度を円滑に利用できるよう必要な支援を行い、もってこれ

らの者が地域で安心して暮らせる社会の実現を図ることを目的とし

ます。

相談 ４件

支援対応 ６件

広報 ２回

〇生活福祉資金貸付事業
低所得世帯に対する本事業利用による自立更生の促進
貸付状況：２件（福祉費２件）

相談状況：相談者 ４８人 延１２０件
長期滞納者の調査と償還督促（残高通知 ２回 文書督促 ２回）

〇社会福祉活動

医療・介護・福祉ネットワークづくり事業

室戸市ネットワーク会議の開催（１回）

関係機関団体の運営活動指導

高齢者福祉の推進（小・中学校福祉体験学習の実施指導）

〇日常生活自立支援事業

高齢者や障害者の方などが、福祉サービスの利用や金銭管理など

日常生活に必要なことについて、自分ひとりで判断する事が難しく

なり困っている場合に、安心して日常生活が送れるように、専門職

員や支援員がお手伝いする事業です。

利用者数 ４７名

〇ボランティアの育成

ボランティアセンターの設立（平成３０年３月２０日）

子ども食堂支援（１２回）

〇室戸市民生委員児童委員協議会との連携強化の推進

○共同募金・歳末助け合い募金運動と地域福祉の増進

〇デイサービス事業
実施状況 ２５６日 延通所者数 ５，８３５人

〇訪問入浴事業

在宅でのねたきり高齢者等の入浴困難者に対する入浴車の派遣
※介護職員が確保できず休止中

要
予
約  

1
人
30
分
ま
で

〇室戸市地域包括支援センター
室戸市地域包括支援センターは、第９期室戸市高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画の基本理念である【健康長寿のまちづくり～地域共生社会の実
現に向けて～】を踏まえ、高齢者等が住み慣れた地域で安心して尊厳あるそ
の人らしい生活を継続することができるよう、地域包括ケアシステムを充実
させるための取り組みをおこないました。
○令和７年度重点目標

地域にはいわゆる「８０５０」や「ヤングケアラー」といった複数の支援
対象者が存在しており、多種多様な困りごとを解決するためには、高齢者福
祉分野だけでなく各種関係機関と連携し適切な機関・制度・サービスに繋ぎ
支援する必要があります。室戸市地域包括支援センターでは、来所相談や電
話相談、戸別訪問等から高齢者やその家族の心身状況等の生活実態を把握す
ることで隠れた問題やニーズ等を発見し、課題の早期発見、早期支援に努め
ました。

また、高齢者の心身の状態の変化に応じて、介護保険サービスのみならず、
地域の保健・医療・福祉サービスやボランティア活動、支え合い等の多様な
社会資源に結びつけることを目指し、切れ目のない支援を提供できるよう関
係機関との連携を図りました。

・介護予防ケアマネジメントの実施
介護予防事業及び予防給付に関する介護予防ケアマネジメントを一体

的に実施し、要介護状態の 防止、軽減を図った。
（１）第１号介護予防支援事業利用実績 ５６８件（うち新規１８件）
（２）法定研修・訓練の実施 計１０回

・総合相談支援事業
地域に住む高齢者等に関する様々な相談を受け止め、適切な機関・制

度・サービスに繋ぎ、継続的にフォローした。高齢者に対する支援だけ
では解決が困難なケースについては、他機関と協働して支援を行った。
相談支援 相談件数 延べ２，８２０件
相談・情報提供があったケースについては状況を確認し、内容によっ

て介護保険をはじめとする制度利用に繋ぎ、必要に応じて関係機関と連
携し支援した。また、包括支援センター職員の専門性を活かし、チーム
で課題解決・支援に取り組んだ。

・権利擁護事業
高齢者虐待の防止や早期発見のため、高齢者虐待（疑いを含む）ケー

スをはじめとする個別ケースへの対応、消費者被害防止の啓発や成年後
見制度活用の支援など、権利擁護のための事業を実施した。
（１）日常生活自立支援事業、成年後見制度等活用の促進と支援

成年後見制度の審判の申立ケース ３件
（２）高齢者虐待事例への対応と高齢者虐待防止の啓発

高齢者虐待の相談・通報・届出件数 １０件
 （当事者実人数８人）

（３）消費者被害等の防止と啓発
（４）支援困難事例の対応

・包括的・継続的ケアマネジメント支援事業
（１）グループワーク等を通じた介護支援専門員のニーズ調査

・室戸市消防署との連携について
・介護支援専門員が抱える高齢者のアルコール問題について

（２）介護支援専門員の情報交換の場の設定、ネットワーク構築など
・ケアマネひろばの開催：４回（参加者数 延７５人）
・研修会や事例検討会等の開催：２回（参加者数 延４７人）

（３）介護支援専門員に対する個別の相談窓口の設置、
居宅（介護予防）・施設サービス計画の検討

・個別相談実件数：５２ 件
・ケアプラン点検への参加：２０ ケース
・サービス担当者会議の開催支援：９件

（４）地域の介護支援専門員が抱える支援困難事例に対する
具体的な支援方針の検討

・ケース会議の開催：５件
・同行訪問 ：８件

〇地域ケア会議
地域ケア個別会議の主催１１回（検討ケース：１１件）
地域ケア推進会議の開催 １回

○社会保障充実分
（１）認知症施策の推進

・認知症サポーター養成講座を開催
・認知症初期集中支援チームとしての活動およびチーム会の開催
・認知症カフェの開催 ２回

（２）在宅医療・介護連携の推進
・【高知医療・介護情報連携システム（高知家＠ライン）】に参加し

医療機関や事業所等との情報共有を進め連携した
（３）生活支援体制整備事業

・生活支援コーディネーター等との地域課題検討会：９回
・相談事例に繋がっていないケースの早期発見に努めること等を
目指し、出張相談カフェを開催：２回

・傾聴ボランティアの育成を目指し、「相手の気持ちに寄りそった聞き方
勉強会」を開催

〇指定介護予防支援事業「しゃきょう」の実施
（１）介護予防支援事業利用実績 １，２１５件（うち新規４３件）
（２）法定研修・訓練の実施 １０回

収 入 決算額（円）

事

業

活

動

会費収入 211,000

分担金収入 4,206,300

寄付金収入 0

補助金収入 32,828,075

受託金収入 102,778,124

事業収入 2,020,718

助成金収入 1,660,000

介護保険事業収入 59,077,675

障害福祉サービス等事業収入 3,804,180

雑収入 1,219,217

受取利息配当金収入 129,532

その他の収入 1,072,030

そ
の
他

の
活
動

積立資産取崩収入 6,972,120

その他の活動による収入 162,819

前期末支払資金残高 15,253,138

合 計 231,394,928

支 出 決算額（円）

福祉基金運営事業 3,171

法人運営事業 33,739,003

地域福祉活動事業 675,676

訪問入浴事業 0

生活福祉資金貸付事業 3,970,114

日常生活自立支援事業 4,403,689

配食サービス事業 16,961,915

生活支援体制整備事業 6,133,283

生活支援ボランティア活動事業 362,994

成年後見制度中核機関事業 44,130

デイサービス事業 59,073,907

生
活
困
窮
者

自
立
支
援

事
業

自立相談支援事業 8,409,755

家計改善支援事業 3,895,314

就労準備支援事業 5,557,602

障害者相談支援センター 7,096,662

総合相談支援事業 49,987,652

第1号介護予防支援事業 431,069

権利擁護事業 64,701

包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 252,259

介護予防支援事業 5,939,086

補助金等返還金 13,855,980

繰越金 10,536,966

合 計 231,394,928

寄付のお礼
缶詰・インスタント食品・お菓子などの食料品

室戸岬地区更生保護女性会 様
匿名2名 様

いつもありがとう
ございます！

古切手・未使用切手、書き損じハガキ など

馬場いく子 様 中井 様
泉井安久 様 谷勝美 様
匿名2名 様
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